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HFドップラによって観測された 2012年 5月 6日の竜巻起源の音波による電離圏擾
乱
Ionospheric disturbance caused by acoustic wave due to the tornade on 6 May 2012 ob-
served by the HF Doppler network
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2012年 5月 6日 12時 35～55分 JSTに茨城県つくば市付近で強い竜巻が発生した。この竜巻発生域の上空に反射点を
持つ電通大 HFドップラ (HFD)観測ネットワークにおいて、ドップラの短時間変動が観測された。この変動のスペクト
ルを解析したところ、20～300秒の大気音波成分に起因した変動であることを確認できた。
　竜巻による大気波動については、Davies and Jones(1977)など多数の報告があるが、竜巻直上での観測は今回が初め

てである。反射点が竜巻に最も近かった大洗の HFD5006 kHz観測では、ドップラ変動から求めた大気波動周期として
120、170、240秒が全期間安定して得られた。これらの周期は Davies and Jones(1977)の報告と合っている。100秒以下
の短周期成分が、竜巻が HFD反射点に近づいたときに観測された。また、300秒以上の長周期側で明確な減衰が見られ
た。同じ HFD反射点でも反射高度の高い 8006kHzの方が短周期変動が減衰していることから、F層高度では短周期成分
の減衰が大きいことも分かった。以上のことから、下層大気からの音波モードでの伝搬であることが確認できた。
　つぎに、観測された３つのドップラ変動周期について、Chimonas and Peltier(1973)の熱圏下部と地表との間の反射

伝搬モデルで解析を行った。茨城県内の３つの HFD観測点間の位相差解析を行い、水平位相速度 132、66、56 m/sを得
た。これらの水平速度、反射高度に適合したモードから波源までの距離を推定したところ、おおよそ竜巻位置と合致し
た。また、反射点間位相から求めた波面方向も矛盾しない結果を得た。
　さらに詳しい解析結果にしては、講演時に報告する予定である。
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